
Original Communication
　Clinico–stastical study of outpatients and inpatients in 
　the Matsumoto Dental University Hospital, for the last three years
 Uchikawa–Kitaya E, Matsumura N, Sato T, 
 Saito A, Nakayama Y, Li X, Kagami H, 
 Yoshizawa M and Kurihara Y ……………………………  97

Case Reports
　A case of skeletal mandibular prognathism in which due to lateral incisor root
　resorption caused by impacted maxillary canines on both sides, lateral incisors on
　both sides were extracted and the canines were arranged in the side incisor area
 Kaede K, Mihara M, Arai A, 
 Tokuda Y, Usui Y and Okafuji N ……………………… 107

　A case of accidental ingestion of a partial denture base removed 
　by upper gastrointestinal endoscopy
 Iwasaki Y, Uchida K, Inou T, Kitamura H,  
 Horiuchi R, Katou H, Nezu H, Kaneko K, 
 Oki E, Takaya T, Tomida M, Kawahara I, 
 Kawa S, Maejima S and Mori H ………………………… 119

　Successful conservative treatment of anti–resorptive agent–related 
　osteonecrosis of the jaw in a patient with multiple myeloma: A case report
 Hara M, Horibe K, Matsui R, Koyama N, 
 Ozaki Y, Murakami S, Nakamura H, 
 Taguchi A, Sakai K and Yoshinari N �������� 125

Minireviews of Thesis …………………………………………………………………………… 136

Graduate School Seminar Reports (19) �������������������� 160

Record

　A list of the works of Graduate School of Oral Medicine, Matsumoto Dental
　University in 2020 …………………………………………………………………………………… 161
　Abstracts of papers presented at the 91th meeting of the Matsumoto Dental
　University Society …………………………………………………………………………………… 182
　Abstracts of papers presented at the 92nd meeting of the Matsumoto Dental
　University Society �������������������������������� 196

THE MATSUMOTO SHIGAKU VOL. 47, NO. 2
CONTENTS

Matsumoto Dental University Society: 1780 Gobara, Hirooka, Shiojiri, Nagano 399︲0781

book_松本歯学47-2_本文.indb   2 2022/01/27   8:40:37

Summary

The Matsumoto Dental University Hospital is located in the center of Nagano Prefecture 
and is the core hospital in the area. In this study, we carried out a clinicostatistical survey 
of outpatients and inpatients for the past 3 years. The number of outpatient and inpatients 
were 6,545 and 861, respectively, for the study period. The referral rate was 71.8%, which 
annually increased. The number of hospitalized patients by age was bimodal in their 20s 
and 70s. Dental diseases were most common in outpatients, followed by temporomandibu-
lar joint diseases, mucosal/skin diseases, and inflammatory diseases. Inpatients mostly 
had dental diseases, jaw deformities, inflammatory diseases, and cystic diseases. More-
over, 410 cases used the operating room. Consequently, the number was annually increas-
ing. Therefore, this study suggests that our department is functioning as a regional core 
hospital. However, building a medical care system that strengthens regional cooperation 
so that it can meet the various needs is necessary.

（2021年 3 月 2 日受付；2021年 9 月13日受理）
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緒 言

松本歯科大学病院は長野県の中央に位置し，地
域歯科医療の中核的役割を担っている．近年，超
高齢社会を背景として疾病構造など医療事情は大
きく変化してきており，歯科においてもこれらの
変化に沿った対応が求められている．中でも長野
県は総人口に占める高齢者の割合が31.5％で，全
国平均の28.1％と比較し高い水準で推移してい
る1）．そこで，今回われわれは，最近の口腔外科
初診患者および入院患者の実態と動向を把握する
ために，過去 3年間の外来初診患者，および入院
患者について臨床統計的検討を行ったので，その
概要を報告する．

対象および方法

対象は2018年 1 月から2020年12月までの 3年間
に松本歯科大学病院口腔外科（以下当科という）
を受診した外来初診患者6,545人，および入院患
者861人について検討した．分類にあたっては，
疾患が重複している場合は重篤な疾患を優先し，
1患者につき 1疾患とし，検討項目は 1．外来初
診患者数，2．紹介率・紹介元別割合，3．性別・
年齢別外来初診患者数， 4．外来初診患者疾患別
症例数， 5．入院患者数， 6．性別・年齢別入院
患者数， 7．入院患者疾患別症例数， 8．入院期
間， 9．手術件数についての 9項目とした．疾患
名についてはカルテ記載を元に，ICD–10に則し
て，歯の疾患，炎症性疾患，悪性腫瘍，良性腫
瘍，嚢胞性疾患，顎変形症，外傷，顎関節疾患，
粘膜・皮膚疾患，睡眠時無呼吸症候群（OSAS），
唾液腺疾患，先天性疾患，その他に分類した．歯
の疾患は埋伏歯，う蝕あるいは歯周疾患に伴うも
のとした．

結 果

1 ．外来初診患者数
外来初診患者数は過去 3年間で6,545人であり，
年次推移では，2018年が1,973人，2019年が2,485
人，2020年が2,087人で，2019年は2018年と比較
し400人程度多く，2020年は400人程度減少した
（図 1）．

2．紹介率・紹介元別割合
3年間の院外紹介率は34.0％，院内紹介率は

37.8％，全紹介率は71.8％で，紹介なしは28.2％
であった．年次推移では，2019年までは院内紹
介，院外紹介，紹介なしの割合はすべて30％台で
あったが，2020年は院内紹介が52.0％と増加し，
紹介なしが11.8％に低下した（図 2）．院外紹介
元医療機関の内訳は，開業歯科医院が87.7％，病
院歯科・口腔外科が3.4％，開業医院もしくは病
院医科からが8.8％であった．

3．性別・年齢別外来初診患者数
性別は男性が2,844例，女性が3,701例，男女比

は 1：1.30であった．平均年齢は男性48.2歳，女
性48.5歳であった．年齢別では，10歳未満が118
例，10歳代が656例，20歳代が997例，30歳代が
753例，40歳代が891例，50歳代が714例，60歳代
が825例，70歳代が1,103例，80歳代が428例，90
歳代が60例と20歳代と70歳代の二峰性を呈してい
た（図 3）．

4．外来初診患者疾患別症例数
疾患別症例数では歯の疾患が3,942例（60.2％）
と最も多く，以下顎関節疾患604例（9.2％），粘
膜・皮膚疾患489例（7.5％），炎症性疾患340例
（5.2％），良性腫瘍286例（4.4％），嚢胞性疾患239
例（3.7％），外傷139例（2.1％），顎変形症114例
（1.7％），先天性疾患68例（1.0％），唾液腺疾患64例
（1.0％），悪性腫瘍40例（0.6％），神経疾患30例
（0.5％），閉塞型睡眠時無呼吸症候群（OSAS）25
例（0.4％），インプラント症例，口腔乾燥症，舌痛
症，正常組織を含むその他の症例が165例（2.5％）
であった．年次推移では，顎変形症は年々増加傾
向にあったが，その他の疾患は概ね横ばいか，一
定の傾向なく推移していた（図 4，表 1）．
周辺医療機関からの紹介患者の疾患別症例数で
は歯の疾患が1,368例（61.5％）と最も多く，以
下粘膜・皮膚疾患が140例（6.3％），炎症性疾患
130例（5.8％），顎関節疾患128例（5.8％），良性
腫瘍119例（5.3％），嚢胞性疾患75例（3.4％），
唾液腺疾患38例（1.7％），外傷37例（1.7％），顎
変形症23例（1.0％），悪性腫瘍20例（0.9％），神
経疾患19例（0.9％），先天性疾患15例（0.7％），
OSAS 9 例（0.4％），その他104例（4.7％）であっ
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た．各疾患に占める院外紹介患者の割合は，神経
疾患が63.3％で一番多く，以下その他が63.0％，
唾液腺疾患が59.4％，悪性腫瘍が55.0％，良性腫
瘍が41.6％，炎症性疾患38.2％，OSASが36.0％，
歯の疾患が34.7％，嚢胞性疾患が31.4％，粘膜・
皮膚疾患が28.6％，外傷が26.6％，先天性疾患が
22.1％，顎関節疾患が21.2％，顎変形症が20.2％

であった（表 2）．

5．入院患者数
過去 3年間で入院治療を要した患者は861人で
あり，年次推移では，2018年が228人，2019年が
262人，2020年が371人と，年々増加傾向にあっ
た．平均入院率は13.2％であり，2018年が11.6％，

図 1：外来初診患者数と入院患者数（人）

図 2：紹介元別割合（％）

松本歯学　47⑵　2021 99

book_松本歯学47-2_本文.indb   99 2022/01/27   8:40:39



図 3：年代別外来患者数（人）

図 ４：外来初診患者疾患別割合（％）
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2019年が10.5％，2020年は17.8％で2020年はやや
増加傾向にあった（図 1）．

6．性別，年齢別入院患者数
性別は男性が397例，女性が464例，男女比は
1：1.17で女性にやや多い傾向を認めた．平均年
齢は男性51.2歳，女性が42.0歳であった．年齢別
では，10歳未満が22例，10歳代が136例，20歳代
が157例，30歳代が81例，40歳代が91例，50歳代
が58例，60歳代が98例，70歳代が133例，80歳代
が78例，90歳代が 7例と10歳代，20歳代と70歳代
の二峰性を呈していた（図 5）．

7．入院患者疾患別症例数
疾患別入院患者数では歯の疾患が最も多く412

例（47.9％）で，以下，顎変形症127例（14.8％），
炎症性疾患101例（11.7％），嚢胞性疾患96例
（11.1％），良性腫瘍38例（4.4％），悪性腫瘍19例
（2.2％），外傷15例（1.7％），唾液腺疾患11例
（1.3％），粘膜・皮膚疾患 8例（0.9％），顎関節
疾患 1例（0.1％），先天性疾患 1例（0.1％），そ
の他32例（3.7％）であり，歯の疾患が半数近く
を占めていた．次いで，顎変形症，炎症性疾患，
嚢胞性疾患が続き，この四疾患で85％を占めてお
り，悪性腫瘍は19例あった（図 6）．年次推移で

表 1：疾患別外来初診患者数（人）の年次推移

疾患名
患者数（人）

2018 2019 2020
歯の疾患 1,184 1,471 1,287
炎症性疾患 101 124 115
悪性腫瘍 10 18 12
良性腫瘍 62 119 105
嚢胞性疾患 70 92 77
顎変形症 23 41 50
外傷 43 63 33

顎関節疾患 207 235 162
粘膜・皮膚疾患 164 183 142
唾液腺疾患 17 21 26
先天性疾患 37 18 13
神経疾患 13 14 3

OSAS 7 17 1
その他 35 69 61
総数 1,973 2,485 2,087

表 2：疾患別院外紹介患者数（人）と疾患別院外紹介割合（％）

疾患名
外来初診
患者総数
（人）

院外紹介
患者数（割合）

疾患別
院外紹介割合
（％）（人）（％）

歯の疾患 3,942 1,368 （61.5） 34.7
炎症性疾患 340 130 （5.8） 38.2
悪性腫瘍 40 20 （0.9） 55.0
良性腫瘍 286 119 （5.3） 41.6
嚢胞性疾患 239 75 （3.4） 31.4
顎変形症 114 23 （1.0） 20.2
外傷 139 37 （1.7） 26.6

顎関節疾患 604 128 （5.8） 21.2
粘膜・皮膚疾患 489 140 （6.3） 28.6
唾液腺疾患 64 38 （1.7） 59.4
先天性疾患 68 15 （0.7） 22.1
神経疾患 30 19 （0.9） 63.3

OSAS 25 9 （0.4） 36.0
その他 165 104 （4.7） 63.0
総数 6,545 2,227（100.0） 34.0
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図 6：入院患者疾患別割合（％）

歯の疾患

412例
(47.9%)

顎変形症

127例
(14.8%)

炎症性疾患

101例
(11.7%)

嚢胞性疾患

96例
(11.1%)

良性腫瘍

38例
(4.4%)

悪性腫瘍

19例
(2.2%)

外傷

15例
(1.7%)

唾液腺疾患

11例
(1.3%)

粘膜・皮膚

疾患

8例
(0.9%)

顎関節疾患

1例
(0.1%)

先天性疾患

1例
(0.1%)

その他

32例
(3.7%)

歯の疾患 顎変形症 炎症 嚢胞性疾患

良性腫瘍 悪性腫瘍 外傷 唾液腺疾患

粘膜・皮膚疾患 顎関節疾患 先天性疾患 その他

図 5：年代別入院患者数（人）

北谷（内川）恵里，他：松本歯科大学病院口腔外科における過去3年間の外来および入院患者の臨床統計学的観察102

book_松本歯学47-2_本文.indb   102 2022/01/27   8:40:41



図 6：入院患者疾患別割合（％）

歯の疾患

412例
(47.9%)

顎変形症

127例
(14.8%)

炎症性疾患

101例
(11.7%)

嚢胞性疾患

96例
(11.1%)

良性腫瘍

38例
(4.4%)

悪性腫瘍

19例
(2.2%)

外傷

15例
(1.7%)

唾液腺疾患

11例
(1.3%)

粘膜・皮膚

疾患

8例
(0.9%)

顎関節疾患

1例
(0.1%)

先天性疾患

1例
(0.1%)

その他

32例
(3.7%)

歯の疾患 顎変形症 炎症 嚢胞性疾患

良性腫瘍 悪性腫瘍 外傷 唾液腺疾患

粘膜・皮膚疾患 顎関節疾患 先天性疾患 その他

図 5：年代別入院患者数（人）

北谷（内川）恵里，他：松本歯科大学病院口腔外科における過去3年間の外来および入院患者の臨床統計学的観察102

book_松本歯学47-2_本文.indb   102 2022/01/27   8:40:41

は，歯の疾患，炎症性疾患，良性腫瘍，嚢胞性疾
患が増加傾向にあった（表 3）．
代表的な 4つの疾患別内訳を以下に示す．
⑴　歯の疾患
性別は男性203例，女性209例で，年齢別では，
9歳までは15例（3.6％），10歳代72例（17.5％），
20歳代84例（20.4％），30歳代46例（11.2％），40
歳代31例（7.5％），50歳代16例（3.9％），60歳代
32例（7.7％），70歳代65例（7.8％），80歳代48例
（11.6％），90歳代 3 例（0.7％）であった．内訳
は水平埋伏智歯や過剰歯などの埋伏歯症例は268
例で，う蝕，歯周疾患による抜歯症例が144例で
あった．基礎疾患を有する患者の抜歯は155例で
あり，基礎疾患の内訳は抗血栓療法中の患者が
135例（87.1％），高血圧，糖尿病などその他の疾
患が20例（12.9％）であった．年次推移では埋伏
歯症例，う蝕・歯周疾患，および基礎疾患患者の
抜歯のいずれも増加傾向にあった（表 4）．
⑵　顎変形症
性別は男性27例，女性100例で，年齢別では，

10歳代48例（37.8％），20歳代55例（43.3％），30

歳代10例（7.9％），40歳代 8 例（6.3％），50歳代
2例（1.6％），60歳代 4例（3.1％）であった．上
下顎もしくは下顎骨形成術が59例，顎骨内異物除
去術，もしくは顎骨内異物除去術とおとがい形成
術が68例であった．
⑶　炎症性疾患
性別は男性57例，女性44例で，年齢別では，10歳
代 1例（1.0％），20歳代 7例（6.9％），30歳代 9例
（8.9％），40歳代 9例（8.9％），50歳代15例（14.9％），
60歳代14例（13.9％），70歳代28例（27.7％），80歳
代15例（14.9％），90歳代 3例（3.0％）であった．
内訳は，蜂窩織炎54例が最も多く，次いで骨髄炎
34例，上顎洞炎 9例であった．消炎手術や腐骨除
去術が大多数を占めた．
⑷　嚢胞性疾患
性別は男性54例，女性42例で，年齢別では， 9
歳までは 3例（3.1％），10歳代 5 例（5.2％），20
歳代 5 例（5.2％），30歳代 8 例（8.3％），40歳代
26例（27.1％），50歳代13例（13.5％），60歳代17
例（17.7％），70歳代13例（13.5％），80歳代 6 例
（6.3％）であった．顎骨嚢胞摘出術が88例と最も

表 3：疾患別入院患者数（人）の年次推移

疾患名
患者数（人）

2018 2019 2020
歯の疾患 97 125 190
炎症性疾患 16 37 48
悪性腫瘍 6 12 1
良性腫瘍 8 8 22
嚢胞性疾患 21 24 51
顎変形症 57 34 36
外傷 2 6 7

顎関節疾患 1 0 0
粘膜・皮膚疾患 0 3 5
唾液腺疾患 5 4 2
先天性疾患 1 0 0
その他 14 9 9
総数 228 262 371

表 ４： 歯の疾患の入院患者内訳（人）

疾患名
患者数（人）

2018 2019 2020 計
埋伏歯 64 81 123 268

う蝕・歯周疾患 33 44 67 144
総数 97 125 190 412

基礎疾患を
有する患者 36 52 67 155
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多く90％以上を占めた．

8．入院期間
平均入院日数は5.47日で，2018年が5.35日，
2019年が5.33日，2020年が5.78日と年次推移は概
ね横ばいであった．疾患別平均入院日数は，顎裂
部腸骨移植と上下顎骨形成術を同時に行った先天
性疾患の 1例が21日と一番長かった．次いで，悪
性腫瘍が18.9日，外傷が12.7日，炎症性疾患が7.8
日，良性腫瘍が6.1日，顎変形症が9.6日，唾液腺

疾患が5.7日，嚢胞性疾患が5.1日，その他が3.5
日，粘膜・皮膚疾患および歯の疾患が3.0日，顎
関節疾患が2.0日であった（表 5）．

9．手術件数
手術室における手術件数は， 3年間で410例で
あり年々増加傾向にあった．麻酔方法別では，全
身麻酔が389件で，静脈鎮静法併用局所麻酔が21
例，局所麻酔が 1例であった（図 7）．

図 7：手術室使用患者数と麻酔内訳（人）

表 5：疾患別平均入院日数（日）

疾患名 疾患別平均
入院日数（日）

歯の疾患 3.0
炎症性疾患 7.8
悪性腫瘍 18.9
良性腫瘍 6.1
嚢胞性疾患 5.1
顎変形症 9.6
外傷 12.7

顎関節疾患 2.0
粘膜・皮膚疾患 3.0
唾液腺疾患 5.7
先天性疾患 21.0
その他 3.5

全平均入院日数（日） 5.47
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考 察

今回，われわれは当科を受診した外来初診患者
ならびに入院患者の実態および動向を把握するた
めに臨床統計学的観察を行い，当科が地域医療に
おいて果たす役割について検討した．
本研究期間における初診患者総数は，当科にお

ける過去の報告2）と比較して増加していた．年次
推移においては，2018年と比較し2019年は500人
程度増加し，2019年と比較し2020年は400人程度
減少していた．2019年は口腔外科の歯科医師減少
に対し，業務の分業化，病態・手術説明の映像媒
体の導入などの業務効率の改善を図る事で，初診
患者数は増加したと考えられた．しかしながら，
2020年においては新型コロナウイルス感染症の感
染拡大により診療縮小期間を設けたことや，患者
の受診控えにより患者数が減少したと考えられ
た．
紹介率については，院外紹介率34.0％，院内紹

介率37.8％で，全紹介率は71.8％であり，他施設
の報告（17.0～87.6％）3－7）や当科の過去の報告
（57.5％）2）と比較して高い傾向にあった．これは，
高齢化に伴うハイリスク患者の口腔外科的治療を
高次医療機関に依頼する地域医療機関の増加が一
因にあると考えられた．また，院外紹介元医療機
関としては，開業歯科医院が大部分を占めたもの
の，病院歯科口腔外科や医科からの紹介も増加し
ており，近隣の地域医療機関において当科が認知
されていることが明らかになった，院外紹介疾患
別内訳では歯の疾患が最も多かったが，紹介され
る疾患は多岐に渡ることから，今後も地域医療機
関との連携を行い，専門性を高めていく必要があ
ると考えられた．
外来初診患者の疾患別分類では，埋伏歯やう蝕

歯，歯の疾患などの歯の疾患が60％と最も多く，
次いで，顎関節症，粘膜・皮膚疾患，炎症性疾患，
良性腫瘍が多くなっていた．これらの結果は，他
施設の報告や5－7）当科の過去の報告2）とも一致して
いた．一方，年次推移においては，埋伏歯や基礎
疾患を有する有病者の歯の疾患とともに，顎変形
症患者が増加傾向にあった．近年，本邦におい
て，咬合異常や審美障害に対する顎変形症治療は
広く認知されてきており，当院においても矯正歯
科との連携により外科的矯正治療を推進している

ため，今後も顎変形症症例は増加していくと考え
られた．
入院患者数は 3年間で861人，年間平均は287人
であった．2000年以降の他施設の報告（56～571
人）5－13）と比較しても，病床数や診療科の数，人口
など背景の違いはあるが，口腔外科として入院機
能を保っていると考えられた．年次推移では228
人から371人に増加傾向であった．これは，2019
年に手術室の効率化と稼働率向上を図り， 1日あ
たりの手術枠を週 5件から 8件まで拡大させたこ
とに起因すると考えられた．また，外来初診患者
の入院率は13.1％であり，入院疾患別分類は，歯
の疾患が47.9％と約半数を占め，他施設の報告
（50.4～55.7％）7,11,12）と比較し同様の傾向にあった．
次いで顎変形症，炎症，嚢胞性疾患，悪性腫瘍な
どを対象としていた．特に歯の疾患では，埋伏歯
の抜歯，局所麻酔下でのう蝕，歯周疾患の抜歯は
ともに増加しており，入院患者の増加の大きな要
因であると考えられた．また，平均入院期間は
5.47日で，他施設の報告（3.4～7.0日）5,7,8,10）と比較
し平均的であった．以上の事から，病床を持つ二
次医療機関として口腔外科の機能は十分に担って
いると考えられた．
入院疾患別分類の年次推移では，歯の疾患，炎
症性疾患，嚢胞性疾患数に増加傾向がみられた．
特に歯の疾患では，年代別入院患者数が20歳代と
70歳代に二峰性のピークをもち，大きく増加して
いた．これは，手術侵襲時の苦痛軽減や通院日数
の削減を目的とした短期入院全身麻酔下での埋伏
歯一括抜去症例，顎変形症症例が20歳代前後に集
中したこと，入院管理を要する有病者で，特に抗
血栓療法中の抜歯症例が70歳代前後に集中したこ
とが要因と考えられた．基礎疾患を有する患者の
うち，抗血栓療法患者の抜歯は87.1％を占め，こ
のような患者は年々増加傾向にあり，今後も入院
下での周術期管理を必要とする患者は増加すると
考えられた．抗血栓療法を行っている患者につい
ては，術中出血量の増加・後出血の点から対応可
能な医療機関に相談する等の慎重な対応が必要で
あると報告されており14），当科ではこのような偶
発症に迅速かつ確実に対応するために，有病者や
高齢者の観血処置に対しては入院管理下で行って
いる．同様な措置を取っていることは他施設でも
報告されており7,11,15），高齢社会において今後もこ
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のニーズは高まっていくと予想された．また，青
年期や壮年期の地域患者のニーズに応えるために
は通院回数の削減と手術回転率の向上に対する取
り組みや週末入院の推進も今後の課題であると考
えられた．

結 論

本調査の結果より，当科は口腔外科という専門
性から，二次医療の地域中核病院としての役割を
果たしていると考えられた．今後も口腔外科の専
門性を維持し，地域医療機関との連携を強化して
いくことが必要であると考えられた．

利益相反（COI）

本論文に関して，開示すべき利益相反状態はな
い．
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